




























2 0 2 1 年 3 月
84 早稲田商学第 460 号
290
ても過言ではないでしょう。先生はよく「早稲田が大好き」と仰いますが，その背景に
は学風の合致もあるのではないかと勝手に考えています。2018 年 6 月からはアステラ
ス製薬株式会社社外取締役を兼職され，会計研究科の運営から得られた知見を会社組織
の中でも活かされているようです。
　私が先生に初めてお会いしたのは先生の着任直後のことです。当時，私は助手でした
が，ご指導をいただいていた国際経済学の泰斗，故松永嘉夫教授（名古屋市立大学名誉
教授）と前任校が同じというご縁で松永先生から食事に誘っていただいたことがきっか
けです。ロチェスターでのこと，研究のことなどさまざまなお話をうかがった記憶があ
ります。私が専任教員になってからは，『入門マクロ経済学』，『入門ミクロ経済学』，『入
門ビジネス・エコノミクス』，『ビジネスのための経済学入門』（以上，中央経済社）で
共著者としてご一緒し，大きな刺激を受けたことが思い出となっています。
　先生は公平や正義を重んじる信念の方ですが，学術院や学部の運営にあたって，時と
して先生と意見が合わないことがありました。私が教務主任時代，提案に対して反対の
意見表明をされることが何度かありました。先生ご自身は反対の自説を曲げないもの
の，議事録に反対の意見があったことを残すことで，実質的に提案を認めていただくと
いうことがありました。それぞれ違う立場にありながら，議論を経るうちに先生との関
係はより深くなり，いつしか私は先生を信頼し，相談に乗っていただくことになりまし
た。逆に先生は私を理解してくださったのだろうと思っています。事実，ある方から
「佐々木さんは横山さんのことを盟友と言っているよ」と聞いたとき，とてもうれしく
喜びました。この思いはいまもかわりません。
　先生から「選択定年をとろうと思う」とお聞きしたとき，私は強く慰留したのですが，
それが研究中心の生活を送りたいという理由であることを知り，研究者佐々木宏夫先生
の時間を邪魔してはいけないとの考えに至りました。ミクロネシアでの調査など残され
た研究が進展することをお祈りするばかりです。先生は大森郁夫教授のご定年退職後，
「経済学史」の授業を担当されています。最先端の経済学からマルクス経済学まで，先
生の学識の深さは誰もが知るところですが，今後もしばらくは非常勤講師として授業を
ご担当いただく予定です。いずれ先生ご自身の「経済学史」をぜひ世に問うていただき
たいものと考えています。
　今後，先生は研究のみならず，趣味とされるスキューバダイビングも楽しまれること
85佐々木宏夫先生をお送りするにあたって
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でしょう。いつまでもご健康に留意され，お元気に過ごされることを祈念いたします。
先生の早稲田大学とりわけ商学部・会計研究科に対するご貢献に心から感謝を申し上げ
ます。
　佐々木先生，長きにわたり，ありがとうございました。
早稲田大学商学学術院長
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